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令和８年１月                   

養父市 経営政策・国家戦略特区課 

 

養父市の未来や地方創生に関する政策に若者世代の発想を取り入れることを

目的とし、将来を担う若者が自らまちづくりに参画する組織として令和６年度

に設置した若者ミライ会議について、令和７年度は下記のとおり開催した。 

 

1 会議の目的 

 令和７年度はテーマを少子化対策に絞って進行した。出生数、人口の減少に

ついて主要な課題を共有し、優先すべき政策の方向性について意見交換を行う

ことで、若者に選ばれるまちづくりのために養父市がするべきこと、できるこ

とは何かを話し合った。 

 

2 会議の構成 

 養父市内在住又は養父市出身者で概ね 15歳以上 30歳未満の方を対象として

参加者を募集したところ、年代や職業等、多様な属性を持つ若者 14名から応

募があり、全員をメンバーとして選考した。 

 ファシリテーターは昨年度と同様、芸術文化観光専門職大学の小畑克典准教

授に依頼した。 

 

3 ワークショップ 

(1) 第１回 日時：令和７年９月６日（土）13：00～15：30 

場所：養父市役所 第１会議室 

ア 養父市の少子化の現状について理解する 

イ 養父市の少子化について意見を共有する 

 少子化が進むことで良いことと困ること 

 養父市で少子化が進んでいる理由 

 養父市の少子化を食い止めるために何をすれば良いか 

 

(2) 第２回 日時：令和７年９月 24日（水）18：30～20：30 

場所：やぶ市民交流広場 大会議室 

ア 養父市の少子化対策の方向性を理解する 

 養父市少子化対策プロジェクトチームの検討内容 

 養父市の令和８年度重点施策 



イ 若者ミライ会議としての少子化対策の具体的な施策を考える 

 

(3) 第３回 日時：令和７年 10月８日（水）18：30～20：30 

場所：やぶ市民交流広場 大会議室 

ア 若者ミライ会議としての提案をまとめる 

 

(4) 第４回 日時：令和７年 10月 21日（火）18：30～20：30 

場所：やぶ市民交流広場 大会議室 

ア 施策の提案 

イ 市長との意見交換 

 

4 若者ミライ会議の提案について 

(1) 実効性の高い少子化施策 

ア 「Welcome to やっぷーの里」（移住者に対する現金給付） 

(2) 雇用の安定と働きたい仕事の創出 

ア 「やぶ ふるさと留学」（移住検討者に対するジョブ体験の提供） 

イ 「養父 就活アプリ＆エージェント」 

ウ 「クリエイティブ産業の誘致」 

(3) 若者に選ばれる住環境の整備 

ア 「お値段以上！ 養父市の良さをギュギュッと詰め込んだ子育て世代 

のおうちづくり」（子育て世代への住宅の提供） 



 



 

 

（第４回会議資料【R7】より抜粋） 

 



5 市長との意見交換について 

(1) 少子化対策 

 参加者からは「移住者に対する現金給付」を軸とした提案がなされた。市

長からは「金額水準はともかくとして、一定の給付による移住者の誘引につ

いては考える必要がある」「従前からの子育て応援制度のさらなる充実も検

討に値する」とのコメントがあった。 

 

(2) 雇用と仕事の創出 

 参加者からは「ジョブ体験の提供」「就活アプリ」「クリエイティブ産業の

誘致」の 3点について提案がなされた。市長からは、自身の起業体験に触れ

た上で、既存の起業支援制度を踏まえ、今後の起業の支援・活性化に必要な

更なる具体的な取組を考えているという旨のコメントがあった。参加者から

はさらに、クリエイティブ産業（既存企業の新規取り組みも含む）への支援

使途に情報機器を加える等、従来以上に柔軟な支援方法も提案された。 

 

(3) 住環境 

 参加者からは「子育て世代への低価格での一戸建て住宅提供」を提案され

た。市長からは、養父市内での新築民間集合住宅建設等の動きに言及しつ

つ、（特に子育て世代に対する）住環境の充実の重要性を認識している旨の

回答があった。 

 

(4) その他 

 ミライ会議メンバーからはさらに、移住時だけでなく、他のライフステー

ジでも支援が必要（こどもの進学、移住後一定期間経過時、自動車購入時

等）との指摘があった。また、移住してきた参加者からは、移住後の支援の

申請期間が短期間となっているために申請を見送るケースも挙げられた。 

  

6 ファシリテーターによる所見 

（芸術文化観光専門職大学 小畑克典准教授） 

若者ミライ会議による提言には「養父で生活する者」としての切実な要望

が反映されていた。少子化対策を主題としていたものの、行政に対して「商

業施設」や「現金給付」等、「若者にとっての足元の生活環境改善」を望む

声も多い。若者を誘引し続ける大都市圏においてもやはり少子化が進む中、

「商業施設」や「現金給付」が「少子化対策」にいかほどの効果を持つかに

ついては議論の余地があるが、養父市の「子育て世代」にとっての魅力をど

う発信するかは引き続き大きな課題となる。 



少子化対策には、「子育て世代の誘引」、「出会いの創出」、「産む環境・育

てる環境の整備」等、複層的な施策が行政に要求される。それらを包括的に

捉えた解が今回の若者ミライ会議で得られたわけではないが、今後の政策立

案・実現に向けてどのように若者層の能動的な参与を求めていくべきかにつ

いてのヒントは得られたのではないかと思料する。 


